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～発達段階に応じた食育に関する指導計画の作成～

足利市立教育研究所

趣旨１

現在、子供の健康をめぐる諸問題が深刻化し、特に食に関しては、子供の偏った栄養
摂取などによる生活習慣病の若年化や、孤食の増加など様々な問題が生じている。そし
て、それらの問題を解決するため、食育の重要性が高まってきた。

食育は、本来、年齢や性別を問わず、国民一人一人が「食」についての意識を高め、
健全な食生活を実践できるようにする啓発活動を指し、具体的には、バランスのとれた
食事、規則正しい食生活、食の安全・安心、地域の食文化に対する意識の向上、食に関
する生産者と消費者の信頼関係の酸成など、幅広い内容に及んでいる。しかし、大人に
なってからの食に関する意識の変化や食習慣の改善は難しいことから、子供に対する食
育の有効性や可能性が取り上げられ、学校に対する食育の期待が高まっている。
本市においては、「足利市の教育目標」の具現を目指し、健康でたくましく、心豊か

な児童生徒の育成を図るため、早寝早起きなど基本的な生活習慣を身に付けさせたり、
食事の仕方を身に付け、好き嫌いしないで食事をすることができるなどの食事に関する
指導をしたり、「食育ハンドブック」の作成など、様々な施策を展開しているところで
ある。今後は、「食育基本法」及び「食に関する指導の手引き」をもとに、様々な食に
関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる児童生徒
を育成する食育をさらに推進していかなければならない。
そこで､食に関する知識と食を選択する力を習得し､健全な食生活を実践させるため、

食に関する教材の開発や活用、身近な教材としての学校給食の活用など、系統的、計画
そこで､食に関する知識と食を選択する力を習得し､健全な食生活を実践させるため

食に関する教材の開発や活用、身近な教材としての学校給食の活用など、系統的、計ｉ
的に子供の発達段階に応じた食に関する指導計画を作成していく必要がある。
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３研究の内容

（１）子供の発達段階に応じた食育について理論研究を行うとともに、本市の児童・生

徒の食の実態についても調査する。

（２）関係諸機関から参考資料を収集するとともに、学校栄養職員との連携を図りなが

ら指導計画を作成したり教材の開発をしたりする。

（３）作成された教材を使って研究授業等の実践を行う。

（４）実施後、指導計画の評価と改善を行う。

４研究計 画

く平成１９年度＞

(1)第１回研究会６/2５（月）１６:00~17:００

生涯学習センター201号室

○研究構想・内容、研究計画の検討

○研究協議

○その他

＜平成20年度＞

(1)第１回研究会６/1７（火）１６:00~17:００

生涯学習センター2F謂繍鮒ｾﾝﾀｰ

○平成２０年度の活動について

○ 研 究 協 議

○その他

(2)第２回研究会１０/1８（木）１６:00-17:0０（２）第２回研究会８/７（木）９:00~12:００

生涯学習センター201号室生涯学習センター302号室

○教材の作成○学習 指導研修会３に参加

○指導計画の作成・実践発表１．２

○その他・分科会の司会を担当

(3)第３回研究会１/3１（木）１６:00~17:００

生涯学習センター201号室

○平成１９年度の活動のまとめ

○平成２０年度の活動について

○ その他

(3)第３回研究会１１/1１（火）１６:００~17:００

生涯学習センター２０１号室

○活動のまとめについて

○ 研 究 協 議

○ そ の 他

５実践例

（１）学校保健委員会の活動

（２）小学校第３学年学級活動

（３）小学校第４学年学級活動

（４）小学校第５．６年学年給食①②…･…………

（５）小学校第６学年家庭科

（６）中学校第１学年学級活動

（７）中学校第１学年家庭科

（８）中学校第１学年学級活動

（９）中学校第３学年技術・家庭科………･……

－９０－

(毛野小学校）

(葉鹿小学校）

(矢場川小学校）

(大月小学校）

(毛野南小学校）

(第一中学校）

(北中学校）

(毛野中学校）

(毛野中学校）



５実践例

学校保健委員会の活動

足利市立毛野小学校

１活動例「学校保健委員会～食に関する指導について～」

２目標

・児童会保健委員の発表により、本校での食に関する指導の実際について知らせる。

．「食生活についての実態調査の結果」の報告により、本校児童の実態を知らせ、課題

を明らかにする。

・児童が食事を通して自らの健康管理ができるよう、望ましい食習慣を身につけるには

どうしたらよいか協議する。

３食育の視点

・学校保健委員会の活動を通して、望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら判断で

きる能力を育てる。

４ 活 動 計画

○教頭・教務主任・養護教諭

事前 ･学校保健委員会開催日の決定

・テーマの決定・児童役割分担

・開催通知の作成

・開催通知の発送（学校医等・学校評議委員・保護者）

・開催の連絡・出欠確認

・発表原稿・資料等の作成

・当日の資料の発送

・学校保健委員会運営分担決定

・会場の設営

○児童会保健委員

･発表原稿の作成と役割分担（発表者・コンピュータ操作）

事後 ○養護教諭

･記録の整理と報告・啓発活動（学校保健委員会を特集した保健だ

より臨時号の発行）
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５内容

○実施日時平成２０年２月１４日（木）午後ｌ：３０～２：４０

『.･･･｡.．････'.….…...､－．．．.……･…･･･.….…...．~..….｡｡…．．.．..．…....…....…..．．…｡...…....…．.････…･････……....…．．.｡､一･･.ー....…････｡.．.…..…...~..…~.｡．…･…..｡…･….．．….･･･..….｡.....….…･…~..…･；

；出席者
ｉ・学校医・学校歯科医・学校評議員・保護者

；・校長・教頭・教務主任・安全教育担当・保健主事(養護教諭）；

；・児童会保健委員
，.……....……….…........．....…...….…....,........．...….…….…..……....….‘.......……….....…….….….………………...,................…..….…..…..…..….…..................................….….；

議事の流れ 活動内容・主な発言

○司会進行

１開会

２校長挨拶

３児童会保健委員

会発表「展示活動

について」

４指導助言

５報告・提案

｢食事に関する実態

調査の結果につい

て」

6指導・助言

７謝辞

８閉会

教務主任

校長

・展示活動のテーマ「朝ごはんを食べよう」

・ねらい

・４つのコーナーの設置（目覚ましレストラン・朝食レシピ．

ペープサート・感覚クイズ）

・目覚ましレストランについて

・朝食レシピについて

・ペープサートについて

・感覚クイズについて

・展示活動を見に来てくれた人の感想

学校医・学校歯科医・学校評議委員・保護者

(児童退席）

養護教諭

・子どもたちの食生活の現状

・食育基本法の制定

・本校の食に関する指導の問題点
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学校医・学校歯科医・学校評議委員・保護者

校長
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（ ） 年

この調査は、お子さんの食生活（食事の様子・好き嫌い・食への関心など）について調

査するものです。下の質問にお答えください。

質問１ お子さんは、毎日朝食を食べますか。１つ選んで○をつけてください。

l必ず毎日食べる

２１週間に２～３日食べないことがある

３１週間に４～５日食べないことがある

４ほとんど食べない

質問２質問１で２，３，４に○をつけた方にお聞きします。その理由は何ですか。１つ

選んで○をつけてください。

１食欲がない２食べる時間がない３いつも食べない

４ その他（）

質問３お子さんは、学校から帰って夕食までの間におやつを食べますか。

１ほとんど毎日食べる２１週間に４～５日食べる

３１週間に２～３日食べる４ほとんど食べない

質問４質問３で１，２，３に○をつけた方にお聞きします。お子さんがよく食べるおや

つを３つまで選んで○をつけてください。

スナック菓子チョコレー ト あ め

ガムくだものアイスクリーム

炭酸 飲 料 菓 子 パ ン ヨ ー グルト

その他（）

せんべいビスケット・クッキー

プリン・ゼリーお茶・麦茶

牛乳コーヒー・ココア・紅茶

質問５お子さんは、家で食事をする時に「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつを

しますか。１つ選んで○をつけてください。

１いつもあいさつをする２時々しないことがある

３いつもしない

－９３－



質問６お子さんは、いつもどのように食事をしていますか。１つ選んでください。朝食、

夕食についてお答えください。

＜朝食について＞

１家族そろって食べる２大人の家族のだれかと食べる

３子 ど も だ け で 食 べ る４ひとりで食べる５その他（）

＜夕食について＞

１家族そろって食べる２大人の家族のだれかと食べる

３子 ど も だ け で 食 べ る４ひとりで食べる５その他（）

質問７家で食事をする時に、お子さんに注意することは何ですか。あてはまるものすべ

てに○をつけてください。

食事 前 の 手 洗 い 食 事 の あ いさつはしのもちかた食器のもちかた

食べ る時の姿勢食べるはやさよくかむこと食事中に席を離れること

大きな声で話すことテーブルにひじをついて食べること

口Iこものをいれたまま話すテレビを見ながら食べる好き嫌いなく食べる

その他（）

質問８お子さんが食事で楽しいと感じるのは、どのような時ですか。３つまで選んで○

をつけてください。

好きなものを食べる時朝食の時給食の時夕食の時外食する時

家族そろって食べる時ひとりで食べる時バーベキューなどの屋外で食べる時

自分が作ったり手伝ったものを食べる時その他（）

質問９お子さんの好きな料理、嫌いな料理をそれぞれ３つまで選んで○をつけてくださ

い。

好きな料理 嫌いな料理

すしカレーライスステー キ レバー料理サラダ酢豚

ラーメンピザオムライス

さしみハンバーグ焼 肉

プリン・ゼリースパゲッティ

チャーハン・ピラフグラタン

井物 お 好 み 焼 か ら あ げ

ぎょうざ・しゅうまいフライ

うどん・そば

う な ぎ あ え も の 野 菜 妙 め

つけもの煮魚焼き魚さしみ

野菜の煮物フライ鍋物

おでんもち（雑煮･いそくもち）

麻婆豆腐

－９４－



質問５お子さんは､家で食事をする時に｢いただきます』｢どち

平成１９年１２月１２月１３日～１８日
調査対象毛野小学校全児童

食生活に関する調査の結果

調査人数

寅問１お子さんは､毎朝朝食を食べますか。（1つ週ぶ）
「必ず食べる｣と答えた児童が2年･３年5年で95％を超えていた｡とてもよい結果だった。

質問２朝食を食べない理由は何ですか。
全体としては｢時間がない｣が多く、１．６年は｢食欲がない｣が多かった。

質問３お子さんは､学校から帰って夕食までの間におやつを食べますか。（1つ週ぶ）

食蕊の挨拶

おやつ摂取状況

そうさま｣のあいさつをしますか。
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(在鰯に対して）８４％

ﾛ毎日食べる

ﾛ週に４．５日食べる

国週に２．３日食べる

ﾛ食ぺない

Ｉ暇 ２０％ 40ﾗＫ 6ｍ: ８０％ 100％

６０％以上の児童がl毎日おやつを食べている｣と答えて頂る５
全国の｢毎日食べる｣２２．４％と比較すると､３倍である。

質問４お子さんがよく食べるおやつを霊んでください。（3つまで週ぶ）
１位スナック菓子(５９％）２位せんべい(34％）３位チョコレート(24％）
カロリーの高いものを好む｡おやつの量と質が問題である。

画いつもする

ﾛ時々しない

画しない

質問６お子さんはどのように食亭をしていますか。
朝食は｢家族そろって｣あるいは｢大人の家族のだれか｣と食べる児童は､７０％を超えていた。
夕食は｢家族そろって｣あるいは｢大人の家族のだれか｣と食べる児童はどの学年も９５％以上で
「ひとりで食べる｣児童はいなかった｡朝食･夕食ともよい傾向にある。
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噸

年
年
年
年
年
年

６
５
４
３
２
１

１３％

11010Ⅳ

｢いつもあいさつをする｣児童は､５０％前後で学年が上がるほど少なくなっている。
全国平均の｢いつもする｣が63.4％だったが､比較すると｢いつもする｣児童が少ない。
1人で食事する孤食化や保誕者の賎に関する意識の問題かと思われる。
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同じ質問を教師にもしました。

食事の時に注意すること食事の様子で気になること）
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好きな料理･嫌いな料理とも1位は同じ。
今回の調査では､好きな料理と嫌いな料理を調査用紙に分けたため､このような結果となったが、

分けずに調査した場合には､違う結果が得られたのではないか。

質問７家で食事をする時､お子さんに注意をすることは何ですか｡(あてはまるものすべてにＯ）

「食べる時の姿勢』が保護者･教師とも１番多かった｡教師からは｢席を離れる｣が次いで多い。
家庭では気にならないようだが､学校では目立つ項目である。

質問８お子さんが食事で楽しいと感じるのは､どのような時ですか。(3つまで選ぶ）
「好きなものを食べる時｣が75％が１番多く､次いで｢外食する時｣｢自分が作ったり手伝ったりした
ものを食べる時｣と続く｡｢家族そろって食べる｣は4年生までは40％前後だったが､５．６年になると
２５％と少なくなる｡思春期に入って､家族より仲間を求める傾向になるためかと思われる。

質問ｇお子さんの好きな料理､雄いな料理を選んでください｡(3つまで）

好きな料理（3つまで選択）

嫌いな料理（3つまで選択）

1年 2年 3年 4年 5年 6年

1位 すし すし すし す ジ すし すし

2位 カレーライス ラーメン ｶレーライス 焼き肉 ラーメン 焼き肉

3位 からあげ '･殆多
夕、

ラーメン
グローヂーロク、

からあげ カレーライヌ
カレーライス

からあげ

4位 ラーメン 焼き肉

ハンバーグ

からあげ
うどん ラーメン からあげ ステーキ

5位
ハンバーグ

焼き肉 からあげ スパゲティ ハンバーグ イ ラーメン

1年 2年 3年 4年 5年 6年
’
二
面
■
■
。 立 レバー料理 レバー料理 レバー料理 レバー＊ ,理 レバー単 ,理 レバー料理

２立 うなぎ うなぎ うなぎ 酢琢 うなぎ うなぎ

3位

ソジア

つけもの 煮物 サラダ うなぎ
釦硫刀訳〃

つけもの 酢豚

4位 さしみ サラダ 煮物
煮物

つけもの サラダ
野菜妙め
つけもの

5位 酢豚
酢豚

あえもの 酢豚 あえもの あえもの 煮物
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惨会の先生方からのご意見をまとめました．

子どもが「腰示活勤秦しか

った」と首っていた。今日

の発表で展示活動のことが

よくわかった。島田様

特典

学校保健委員会

一毛野小ぼけんだより－

食卓に並ぶ料理の材料がいろ

いろな地域から来ているとい

うことを苛えると楽しいし、

夢がもてると思う。古川桜

実態閥査の結果で、「食事で注意するこ

と」の項目が、親と職員の気になる項目

が違っていて、おもしろいと思った。

島田機

ｒ一一ー一一一一一一一ーーーーーー－ー一一ー一一一一ーーー一ー

・保健委員の発表したスライドは、保健室の廊下に掲示してあります。

．「食に関する実態調査の結果jは裏面に印刷してありますので､お読みください。｜
お忙しい中､アンケート澗査にご協力いただきましてありがとうございました｡おＩ
かげさまで､毛野小児画や保護者の方々 の食に関する意露について知ることができ｜
ました．今後の健康教育活動に生かしていきたいと思いますも

一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一巨二：一一一一一.-＝ニニーーーー一・一一一』

おやつは３食にプラスするものな

ので､量は少盈でよい｡せんべいや

スナック菓子はカロリーが高い。１

袋が１食分のカロリーになるもの

もある｡おやつは食事との栄義バラ

ンスを考えてほしい。鴇田先生

毛野小ではスナック菓子のような『歯に

くっつくもの」を食べている児童が多

い。おやつは時間を決めて食べる。お茶

や水といっしょにとるようにする。おや

つの後は歯みがきをすること。

勅使川原先生

平成２０年

２月２０日発行

２月１４日（木）に学校保健要員会が開かれました。児童会保健要員と養瞳教餓の発表

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

場

鐘

食べ物は五感が大切｡感

覚クイズは､参加者に食

についての興味をもた

せることができたので

はないかと思う。

勅使川原先生

お加者

鴇田正彦先生（学校医）

勅使川原繁先生(学校歯科医）

前田洋子様(学校評議委員）

古川克美桜（〃）

島田葉子機（保護者）

児蔽会保健委員１８名

職員４名

計２７名

発表のテーマ

・展示活動について（児童会保健委員）

・食事に関する実態餌査の結果について

（養瞳教輸〉

養謹教翰の発表内容マ

「食事に関する実憩飼査の結果について』

・子どもたちの食生活の現状

。「食育基本法』の制定

・毛野小の食に関する指導の問題点

・食生活に関する実懸圏変の結果

・課題（身につけてほしいこと）

食に関する指導について。子ど

もたちが野菜などを栽培し、収

穫して副理し、生活科や総合的

な学習の時間との関連を図るこ

とはどうか。前田媒

『目覚ましレストラン』の栄養バ

ランスチェックで、主食ばかりで

なく、たんぱく質や乳製品など栄

養のバランスよくとることの大切

さがわかったと思う。

鴇田先生

できる。

弓
・食事の皿要性を理解する。

・栄養バランスを考えて、好き嫁いなく｜
食事をすることができる。

、食事のﾏﾅー(はしの使い方.食鵠の並｜
ぺ方.鱈題の遊び方等>を身につける。｜

,悶食の箪養パﾗﾝｽや食べ方について｜
知り、望ましい食品がわかる。

・食事のあいさつができる。

蝿

育成会活動などで、子どもたちは、

自分で買い物して､料理した時には

残さずきれいに食べている｡実態調

査の「楽しいと感じる時｣の３位は

『自分で作ったものを食べる｣であ

る。子どもたちに料理させたい。

古川様

保健委員のみなさんのがんばりに

感心しました｡みなさんも朝食を作

るなど「食」に参加しては？

前田操

児童会保健委員の発表内容「展示活動について」

・展示活動のテーマ「朝ごはんを食べよう」

・平成１９年１２月１０日～１４日昼休み実施

・ねらい：展示・体験コーナーを通じて、毛野小のみ

i'んなに朝ごはんの大切さを知らせる。
・４つのコーナーを設置（目覚ましレストラン・朝食

レシピ・感覚クイズ・ペープサート）



足利市立葉鹿小学校
平成１９年１０月３０日（火）３校時

３年１組３７名指導者Ｔ1,ｍ

１、題材名感謝して食べよう

２、目標調理場では、たくさんの人が給食作りに携わっていることを知ることができる。好き
嫌いせずに食べることが、作ってくださった方へ感謝の気持ちを表すことにつながるこ
とに気づかせる。

３、食育の視点
毎日食べている給食。でも、それがどのように作られているのか子どもたちは知らない。

食事の様子をみていても、好きなものはおかわりをして食べるが、そうでないものは安易
に残そうとする子が多い。そこで、給食を作っている様子をビデオで観たり、栄養職員の
方の話を聞いたりすることで、心を込めて給食を作ってくださっている人の存在に気づか
せ、感謝の気持ちで食事をしようという意識を持たせたいと考える。

４，展開

－９８－

第３学年学級活動指導案

学習活動 時間 役割 指導・支援・評価 教材・資料

１給食について
ふりかえる

２調理場の様子

３献 立 の 決 め方

４まとめ

５
５
５
０
１
１
１

１
２
２
１

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

○アンケート調査の結果をもとに、クラスの給食
に関する実鰻について知らせ、話し合う。

･給食が好きかどうかの質問では、
好きな児童が３３名
嫌いな児童が４名であった。
好きな理由は、おいしいから、調理場の人が一
生懸命作ってくれるからで、嫌いな理由は、鎌
いなものがあるからや、家の食事の方がおいし
いからであることを説明する。

･給食をどれくらい食べているかでは、
毎日残さず食べている児童が２名
時々残す児童が２５名

毎日残す児童が１０名
という結果であることを知らせる。．

○給食を残すことが多いことに気づかせ、給食が
できるまでについて学習することを知らせる．

○調理場のスライドをみせながら、給食ができる
までを知らせる。

･たくさんの人が給食作りに関わっていることに
気づかせる。

○献立のたてかたについて、栄養職員さんから工
夫を知らせる。

･健康を考えて、栄養のバランスの良い食事にな
っていることに気づかせる。

○今日の学習で、わかったことや感想を書き、発
表させる。

･給食を作る方の努力に気づかせ、感謝の気持ち
を持って、嫌いなものでも少しずつ食べようと
する意識を持たせる。

アンケート

結果のグラ
フ

パソコン

プロジェク
ター

献立図
食品カード

ワ ークシー

卜



５，児童及び保護者の反応（作業用紙の記述より）

《児童》
・給食を作ってくれている人は、こんなにわたしたちのことを考えてくれながら作ってくれ
ているのだから、作ってくれてありがとうと感謝して食べようと思いました。

．もっと給食のときに感謝をしなければならないんだなと思いました。みんなのためにいろ
いろな人たちが工夫して作ったから、あまり残さないようにしようと思いました。嫌いな
食べ物でも、少し食べないといけないと思いました。１年に１回感謝する（感謝集会）の
ではなくて、毎日感謝をしようと思いました。

･約３０００人の給食を、たった１５人で作っているのだから、すごいとぼくは感じました。
だから、おいしそうに食べた方が作った人も嬉しいだろうと思いました。いっぱい食べた
方が、いいと思いました。嫌いなものを好きになったほうがいいと思いました。

・今までわからなかったけど、いろいろなところでたくさんの人がみんなの給食を一生懸命
作っていることがわかりました。これからは、ありがとうの気持ちをこめて食べようと思
いました。

・感謝する人がいっぱいいるんだな。ちゃんと栄養を考えてくれているんだな。感謝して食
べなくてはいけない。

･毎日少しずつ食べられる量を多くして、４年生になるまでに全部食べられるようにしたい。
給食はおいしいから、３年の３学期までには、全部食べられるようになるかもしれない。
やっぱり給食は、おいしいし、楽しい。

《保護者》

･給食は、栄養のバランスをよく考えてあるご飯です。たくさんの人の手をかけてみんなの
ところへ運ばれてくることがわかりましたね。一口一口感謝の気持ちを忘れずに食べてく
ださい。

･お米一粒も残さず、すべてのことに感謝して食べようね。

｡みんなの給食を作ってくれる人たちの大変さや、もののありがたさ大切さを勉強できて良
かったねと話し合いました。是非、好き嫌いをなくしてほしいです。

･嫌いなものでも食べてみようと思ったこと、エライと思いました。好き嫌いのない元気な
子になってほしいと思います。いつまでも感謝の気持ちを忘れずに。

･野菜、肉、魚なんでもおいしく安全に食べられるように、毎日朝早くから作ってくれてい
る調理員さんに「ありがとう。いただきます｡」と感謝の気持ちをもって給食を食べると、
もっとおいしく感じると思います。いっぱい食べて、大きくなると調理員さんも嬉しいよ。

･調理員さんの仕事の大変さがわかってよかったね。給食を食べるときは、このことを思い
出して、感謝して食べようね。

･食べ物に対するありがたみと感謝の気持ちを、今日だけでなく毎日理解して食べてくださ
い。そして、丈夫な子になってください。

・いつも子どもたちのために、おいしくて栄養のある給食を作ってくださりありがとうござ
います。とても大変なお仕事だと思いますが、これからも宜しくお願いします。

・好き嫌いの多い子ですが、今日の給食は全部食べたと話してくれました。ものを残さず食
べること、感謝して食べなくてはいけないことを知ったようです。これからも努力して食
べてほしいと思います。

－９９－



６、考察

･導入にアンケート結果を使ったので、本時の学習に興味を持たせることができた。また、給食を
「毎日全部食べている」が少ないことに驚き、問題意識が高まった。

･スライドを見せる前に厚紙で作った大きな円を見せ、それが調理場の鍋の直径であることを知ら
せたことで、実物の鍋が大きいことを実感させることができた。

･児童が知りたかった給食ができるまでをスライドで見せたことで、作業工程を理解させることが
できた。また、たくさんの方が関わっていることにも気づかせることができ、その後の、感謝の
気持ちをもって食事をしなければという学習に自然な流れでつなげることができた。

･今日の献立を例に、どのような食品を使っているかを考えさせた。そして、たくさんの食品を使
う理由は、体に入るとそれらが違った働きをするからということを説明し、今後の栄養の学習に
つながるようにしたことがよかった。

･私たちみんな、食べ物によって生きている。つまり、動植物の命をもらって食事をしているとい
うことを話し、自分と他の生き物とのつながりという広い視野で給食をとらえるきっかけになっ
た。

･授業のまとめで作業用紙に感想を書いた。自分たちの体のことを考えて、たくさんの方が朝早く
から一生懸命作ってくださっているのだから、好き嫌いせずに食べようと思ったという内容のも
のが多数見られ、本時の内容は児童の発達段階に合ったものであったと感じた。

･感想を書いた作業用紙を家庭に持ち帰らせ、保護者から児童に向けてメッセージを書いていただ
いた。どの保謹者からも肯定的な内容の返信をいただいた。食育は、学校だけでなく、家庭での
食生活の見直し改善にもつなげたい学習なので、家庭との連携にもなったと感じた。

７、今後の課題

･授業後、感謝の気持ちを持って、残さないようにということを意識して給食を食べ、完食する児
童も増えた。しかし、日を追うごとに意識が薄れ、残菜が増えてきたので、自分で自分の食を確
認できるように、給食頑張りカードを持たせた。これをきっかけに、意識が高まり、残菜が減っ
た。これからも、給食作りにはたくさんの方が関わっていることや、他の生き物の命をいただい
ていることなどを時々助言していきたい。

.食べるということは、自分の健康と密接な関係があるということを理解することが食生活の改善
につながる。よって、食に関する授業を意図的・定期的に行う必要があると考える。

－１００－
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毎日全部食べている・・・

ときどき残す．．．・・・２

毎日残す．・・・・・・・１

１，給食は好きですか。

は い ． ．・・・３３名

いいえ．・・・４名

＊好きな理由

．おいしいから。

・好きな物がいっぱいでるから。

．一生懸命作ってくれたものだから。

．みんなで食べて、楽しいから。

・お腹がすいていて、食べると回復するから。

・調理場のひとが、栄養のバランスを考えて作っているから。

・自分の体が丈夫になるから。

・毎日いろんなメニューがあるから。

＊好きでない理由

・味が合わないものがあるから。

・パンやご飯の遇が多いから。

．あまり好きな物がないから。

２，給食をどれくらい食べていますか。

アンケート結果

名
名
名

２
５
０

＊毎日全部食べる理由

・毎日おいしいから。

．みんなで食べられるし、みんなで食べるとおいしいから。

＊残す理由

・野菜が好きでないから。

・魚や肉がでるから。

・煮物が好きでないから。

・ピーマン、ミニトマトがに力fて・

・ひじき、こんぶが嫌い。

・タマネギ、にんじんがはいっているから。

・牛乳が全部飲めない。

３，給食のことで知りたいことはありますか。

・どうやって作られているのだろう。

・何人で作っているのか。

・どこから運ばれているのだろう。

．なんでおいしい給食を作れるのか知りたいです。

.何時間くらいかけて作っているんだろう。

・献立をどうやって考えていますか。
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かんしやして食べよう
３年（）組名前（ ）

１，きょうの話は、わかりましたか。

よくわかった わ か っ た よ く わ からなかった

２，きょうの勉強をして、 思ったことを書いてみましょう。

『'一'一'一'一'一'一'='~'一一'一'一'一'~/~'一'~'一'一'一'='一'一'一－'一一'一'一'一'一一'一'~'一１、
、

１ １，

１……__…____一._…一________－－…_____…__一_________一…一…_____…--.-______ｊ，
、

１ １，
、

0 1,

1----------…-------------…--------･･…一-------…一--------…-..---------…ｉ

'一一一一一一一一一一一一一一↑、
、

1 1,

1------------.一------…--…--------.-------…－－…-------.-_________-..-__________…ｉ，
、

０ １，
，

１ １，

Ｌ‐グークーグーグークークーグーグーグーグ一グーグーグーグーグ一夕‐クーグークークーグーノ一グークーグーグー／‐クーグーグーグーグーグークークーム
、

３， おうちのかたに、きょうの勉強をつたえましょう。

ｒ'一'一－'一'一'~'一一'一一～'一/~'一'一'一'一'一'一一'１
、

ｉｌおうちのかたからのメッセージ、

1-……--------…------……___….__…_－－－.ｉ
ｌ ｌ，

、

ｈ ０，

１…-------…-------一一-------------.…----------ｉ，
、

１ １，
、

ｌ

ｉ－－－…一一一………一一…｛、
、

１ １，

１－－－…-------_________.______-------______…____ｉ，
、

１ ０，
，

１ １，

１－…･--------------…---------------.-----……------ｉ，
、

０ １、
、

１ １
，‐グーグーグーグーグーグーグーグーグークーグーグーゲーグーグーグークーグ‐クークーグ負
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第４学年学級活動指導案

足利市立矢場川小学校

平成19年10月２日(火)4校時

４年１組40名指導者Ｔ1,T２

１題材名好ききらいしないで何でも食べよう

２目標

○給食を作っている様子を知り､給食にたずさわっている人々の苦労や努力を知る。

○給食を作っている様子を知ることにより､好ききらいせず､しっかり食べようとする意識を持つ。

３食育の視点

○食べ物を大切にし､食べ物の生産等にかかわる人々へ感謝する心を持つ。

４展開

学習活勤 時間

１給食の残菜を

考える。 7分

・何が残るか

．なぜ残すのか

２学校給食ので

きるまで

３健康な体を作 30分

る食事とは

４学んだことを 8分

発表する。

５評価

指導･支援

給食の残菜を思い出させ､なぜ､残すのか発表させる｡(T1）

調理場の様子をｽﾗｲドでみることにより､給食ができるまでを

知らせる。 （Ｔ２）

今日の給食に出る食品を3つのグループに分けて、

赤の食品､緑の食品､黄色の食品がそろっていること

を確認させる。

人間はなぜ食べたり､飲んだりするのかを考えさせる。

･大きくなる。食べたいから。食べないと病気になる

．食べないと死ぬ・おなかがすぐなど。

食べ物の働きを知り、自分たちの食生活について振りかえさ

せる。

友だちと話し合い､好ききらいするとどうなるか考える。

３つのグループの食品を組み合わせて食べることに

よって､健康を保つことができるということに気づか

せる。

今日の学習で､わかったこと．感じたことを書き､発表させる。

(Ｔ１）

教材･資料

残菜の写真

食育ハンドブック

スライドショー

大きなへら･ひしゃく

ﾌﾗﾌー ﾌ゚ (釜の大きさ）

献立図

食品カード

ワークシート

食べ物の大切さを理解し､好ききらいせず､しっかり食べようとする意識がもてたか。
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１

２

３

４

５

授業の流れ

あいさつ担任３年生の時、なるべく好き嫌いしないと約束したことは？
自己紹介小倉調理場でみんなの給食を作っています。

９／２６の残菜
スライドショ ー（プロジェクタースクリーン）ハ°ン７．５ｋｇ

・残菜の写真 うどん８ｋｇ
・調理場の写真（給食ができるまで）かきあげ５ｋｇ

（大きなへら・ひしゃく・フラフープ）フルーツ５ｋｇ
９／２７の残菜

今日の給食は？
・献立図

さば

里芋
お浸し

・食品カード

あか

みと勢Ｉ

きいろ

④牛乳･ぷだ肉･とうふ･みそ
⑧にんじん･しいだけ･だけのａ･ねぎ･グ0ルビース

パイン･みかん･もも

⑦ご飯･表。｡W浸粉･でん粉･砂糖･油･あんにん寒天

健康な体とは？

・バランスのよい食事をすると元気になる
・好き嫌いしないでなんでも食べる

まとめ

．なんでも食べることが大切だということがわかったか
・ワークシートの書き込み・発表
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☆☆好ききらいしないで何でも食べよう☆☆

今日の学習で、わかったこと.感じたことを書きましょう。

4年組

名前

、匡雪辱邑。．．ｅ、唇雪辱色、

☆☆好ききらいしないで何でも食べよう☆☆

今日の学習で、わかったこと。感じたことを書きましょう。

4年 組

名前

＠国・昏 ＠ 国・昏＠国・色。

－１０６－



第５．６学年給食時指導案①

足利市立大月小学校

平成２０年１０月３０日(木）

１題材食べ物のすききらいをなくそう

「さつまいものパワーを知ろう」

２目標

今日の給食に使われているさつまいもについて知り､のこさづ食べようとする意欲を持つ。

３食育の視点

・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を身に付ける。

．正しい知識情報に基づいて､食物の品質及び安全性などのついて自ら判断できる能力を身に付ける。

４展開

学習活動

今日の給食に注

目する。

さつまいものパワ

－について知る。

ビタミンＣや食物

せんいの大切さ

に気付き、さつま

いもや野菜を残

さず食べる意欲

を持つ。

時間

1分

3分

1分

指導･支援

今日の給食は何か発表させる。

今日の給食で苦手な食品がないか確認させ､苦手な食品を

食べなくてもいいか考えさせる。

今日の給食の相性汁の中にはたくさんの材料が使われて

いることを知らせ､中でも旬の食品について確認させる。

ある食品の花の写真を見せて､何の花か考えさせる。

今日の相性汁に使われているさつまいもの産地を知らせる

と共に身近でも救っているか考えさせる。

さつまいもの持つ栄養素やその働きなどを知らせる。

野菜にも劣らないビタミンＣが含まれていることを知らせる。

･ビタミンＣの働き

かぜなどの病気を防ぐ

肌がつるつるになる

ケガを治りやすくする。

･食物せんい

おなかを掃除して食べもののカスやバイキンなどを

体の外に出してくれる。

旬の食べものは栄養が他の時期よりより栄養が含まれてい

ることを知らせる。

野菜にもさつまいものような栄養素が含まれていることを知

らせ､野菜も残さず食べられるよう励ます。

５評価

さつまいものことがわかったか。

ビタミンＣ食物せんいについて理解し､給食を残さず食べようという意欲が持てたか。
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教材･資料

さつまいもの花の写

真

さつまいもの箱

食品1009中のビタミ

ン含有量の表



第5.6学年給食時指導案②

足利市立大月小学校

平成２０年１１月２６日(水）

１題材米について知ろう

２目標

・米の栄養や農家の人の苦労などを知り､残さず食べようとする意欲を持つ。

・米は日本の食文化の中心にあり､いろいろな食品に加工され利用されている頃を知る。

３食育の視点

・食物を大切にし､食物の生産等にかかわる人々 へ感謝する心をもつ。

・各地域の産物､食文化や食にかかわる歴史などを理解し､尊重する心をもつ。

４展開

学習活動

給食のご飯につ

いて考える。

日本人とお米の

関係について考

える。

お米に合うおか

ずについて考え

る。

ご飯の栄養につ

いて知る。

お米を使った食

べものについて

知る。

米を味わって食

べる意欲を持

つ 。

時間

30秒

1分

1分

20秒

1分

10秒

指導･支援

毎日食べている給食のご飯はおいしいかどうか聞く。

給食のご飯は｢こしひかり｣という種類の米でこしひかりは粘り

があって噛めば噛むほど甘く感じることから日本人に最も好ま

れる米だということを知らせる。

日本では昔から米が作られていて日本食の中心になってい

たこと、日本の田植えの時期に雨が多く降り､夏暑い気候が

米作りにとてもあっていたことを知らせる｡雨や太陽などの自

然の力でおいしい米ができることを知らせる。

日本で米が多く作られていたもう一つの理由は､お米自体

Iまあまり味がなくどんなおかずにもよくあうことから､米を使つ

た献立が､バランスのよい食事につながることを知らせる。

ご飯は熱やエネルギーになるきいろの食品の仲間で､ご飯

を食べると元気が出るほか､脳の栄養にもなって､考える力に

なることを知らせる。

お米製品ｸｲスで､米から作られる食品について知らせる。

ご飯がみんなの口に入るにはいろんな人がかかわってい

る。日本の食料自給率は40％と大変低い｡これからも日本に

昔からある米を大切に味わって食べ、日本から田んぽが無く

ならないようにみんなで守っていきましょう。

そしてご飯中心としたバランスの良い日本食を食べて毎日

元気に過ごしましょう。

５評価

米について理解できたか。

味わって食べようという意欲が持てたか。
－１０８－

教材･資料

｢こしひかり｣米

田んぽの写真

ご飯に合うおかずの

図

元気な男の子の図

お米ｸｲｽﾞ



平成20年度大月小学校給食時指導計画

1目的

給食や日々の食事を通して食材や栄養に関心を持つことによって､生涯にわたって健康で生き生き
とした生活を送るための正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身につける。

2内容

月

９

1０

1１

1２

１

２

３

主題

どんな食べ方
がいいのか

な？

(食品を選択す
る能力）

食べもののす
ききらいをなく
そう。

(心身の健康）

お米について
知ろう｡(食文
化）

寒さに負けな
い食生活を考
えよう(心身の
健康）

学校給食週間
と栃木県の産
物
(食文化）

健康によい食
事を知ろう(心
身の健康）

1年間を振り返
ろう(社会性・
心身の健康）

目 標

食品は働きによって3つ

のグループに分けられる
ことを確浬し､３つのグ
ループを組合わせて食ぺ
ると栄養のバランスが取

れた食事ができることを
知る。

給食でも残菜の多い野菜
の栄養やその働きについ
て知り､残さず食べようと
する意欲を持つ。

昔から日本の主食であっ

たお米を知るとともに､農
家の人たちや命をいただ
いて生きていることへの

感鮒の気持ちを持つ。

規則正しい生活や栄養の
バランスのとれた食耶
Iま､丈夫な体を作り､風
邪を予防してくれることを
知る。

学校給食週間についてや

給食で利用される栃木県
の地場産物について知
り､給食や地産地消につ
いて関心を持つ。

健康によい食事とはどん

なものかを知り､生活習
慣行にならないためにど
うしたらよいかを知る。

給食について1年間を振

り返り､考えて食べること
が大切だということを確浬
させる。

1.2年

･３つのグループの働きを
確浬する。
･献立表を見て､給食に
lま3つのグループがそ
ろっていることを知らせ
る＠

･苦手な野菜を確浬し､食
ぺないと健康や成長によ
くないことに気付かせる。
。少しでも苦手な野菜が
食べられるよう励ます。

･米は､鯛理によっていろ

いろな食品に変身し､食
ぺると体の中でエネル
ギーになることを知らせ
る｡

･感謝の気持ちを持ち､残
さず食べようとする意欲を
持たせる。

･すききらいなく何でも食
ぺることによって､丈夫な

からだを作り､風をひきに
くくすることを知らせる。
･体を温めてくれる食品を
知らせる。

･学校給食週間について

知らせる。・給食で使わ
れている足利産麗産物に
ついて知らせる。

･おやつの食べすぎや運

動不足など､よくない生活
習慣が病気につながるこ
とを知らせる。

･給食ふり返りカードを使
い､給食の準備や後片付
け､残さず食べることがで
きたかなどを確浬させ､で
きていないことがあれば、
できるように励ます。

d目ﾉﾌ向ノコ注Ｅ

(1)訪問日
(2)期間
(3)時間

前月に学校と連絡調整する。
３日間(低中高学年各１日）
給食時間中約5分程度
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指導内容

３．４年

･３つのグループの働きを
確露する。
･献立表を見て､給食に
は3つのグループがそ
ろっていることを知らせ、
望ましい食事のあり方に
気付かせる。

･苦手な野菜を確浬し､そ
の栄養価や働きを知ら
せ､食べないと健康や成
長によくないことに気付か
せる。

。少しでも苦手な野菜が
食べられるよう励ます。

･米は､鯛理によっていろ

いろな食品に変身し､食
ぺると体の中でエネル
ギーになることを知らせ
る。

感謝の気持ちを持ち､残
さず食べようとする意欲を
持たせる。

･すききらいなく何でも食
ぺることによって､丈夫な

からだを作り､風をひきに
くくすることを知らせる。
･旬の野菜や体を温めて
くれる食品を知らせる。

･学校給食週間について

知らせる。・給食で使わ
れている栃木県産屡産物
について知らせる。

･おやつの食べすぎや運

動不足など､よくない生活
習慣が病気につながるこ
とを知らせる。

･給食ふり返りカードを便
い､給食の準備や後片付
け､残さず食べることがで
きたかなどを確浬させ､で
きていないことがあれば、
できるように励ます。

5.6年

=。一Ｕソソ〃レーンＵ夕 、 脚 宮 廷

確翌する。
･献立表を見て､給食に
は3つのグループがそ
ろっていることを知らせ、
望ましい食事のあり方に
気付かせる。

･苦手な野菜を確麗し､そ
の栄養価や働きを知ら
せ､食べないと健康や成
長によくないことに気付か
せる。

。少しでも苦手な野菜が
食べられるよう励ます。

･米は日本の食文化の中
心にあり､行事食としても
利用されてきたことを知ら
せる。

．また米の栄養や農家の
人の苦労などを知り､残
さず食べようとする意欲を
持たせる。

･すききらいなく何でも食
ぺることによって､丈夫な

からだを作り､風をひきに
<<することを知らせる。
･旬の野菜や体を温めて
くれる食品を知らせる。

･学校給食週間について
知らせる。

･地産地消について知ら
せ.安心安全な食材につ
いて感心を持たせる。

･生活習病には､どんなも

のがあるかを知らせ､子
どもの頃から規則正しい
生活､栄養のバランスの
とれた食事が生活習慣病
の予防になることを知ら
せる。

･給食ふり返りカードを使

い､給食の準備や後片付
け､残さず食べることがで
きたかなどを確浬させ､で
きていないことがあれば、
できるように励ます。



休日の昼食を考

えよう。

足利市立毛野南小学校

平成20年３月４日（火）第5校時

６年1組２５名指導者Ｔｌ,Ｔ２

1．題材名楽しい食事をくふうしよう

2．目標１食分の食事を見直し栄養的なバランスを考させ、１食分の計画を立てることができ
るようにさせる。

3．食育の視点

○食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解することができる。

○望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自らの健康管理をしようとすることができる。
○正しい知識・情報に基づいて、食品の品質及び安全性等について自ら判断することができる。

４．展開

－１１０－

第６学年家庭科学習指導案

麹ヅロ 曇＆F~J“皿･･マヶ・
里●■ＣＤ

『．,‘・示宕？

岬

学習活動 時間 指導・支援・※評価 教材・資料

１休日の昼食を発

表する。

２本時のめあてを

知る。

3給食調べをする。

４学校栄養職員の

話を聞き、献立

を立てるポイン

卜を知る。

休日の昼食を考

えよう。

２
３
０
５

１



一

5休日の昼食の献１５．主食・主菜・副菜に分けて栄韮のバランスのとれた献

立を考える。立を考えさせる。

・献立を食品に分け、栄養的なバランスがとれているか

食品の「３つのグループ」に記入させる。

※栄養のバランスを考えて、献立を考えることができた
か。（Ｔｌ・Ｔ２）

食生活学習教

材

Ｐｌ２～１３

ワークシート

６作成した献立は

ポイントを押さ

えていたかを確

かめる。

,蕊蕊期
、
返
一

′鱈‘

蕊塁
閲

－１１１－

7涛異驚審'３ 隅離職灘雛芦吟|ﾜー …（Ｔｌ）



家庭科学習プリント

チェック

２．献立を立てて、食品を３つのグルとプに分けてみよう。

□
□
□
□
□

Ｉ楽しい食事をくふうしよう

１
１
』
惇
画
０
０

６ 年〔〕組名前

１．学習のめあて

栄餐のバランスを考えて、休日の昼食を考えよう。

３．献立を立てる鱒に、気をつけること

ｑ
■
日
、
●
■
■
車
、
■
■
『
も
一
■
ｑ
負
一
日
■
も
■
■
ら
．
Ｂ
■
も
ａ
■
も
も
■
■
■
Ｂ

ｒ
、
．
●
母
！
‘
●
、
．
●
．
、
’
．
．
’
●
、
’
●
し

４．感想。分かったこと

献立名 おもに体をつくる おも瞳エネルギーの

もとになる

おもに体の画子を

壁える

主食

主菜

副菜

その他

牛 乳



家庭科学習プリント

楽しい食事をくふうしよう

６ 年〔 〕組名前

１．学習のめあて

栄養のバランスを考えて、休日の昼食を考えよう。

２．献立を立てて、食品を３つのグループに分けてみよう。

献立 名

主食 ご．はん

主菜 肉し･敵．

副菜 ひしき煮

その他

ヨーゲルト

牛乳

４乳

献立名

主食 わが坊

ご､略ん

主菜 ジチュー

副菜 ヅブサラタ，’

ゆて』‘ｆま己､､

その他

牛乳 ﾙ『乳

おもに体をつくる

Ｆ１承向

ひしぎ

大豆

ヨーノブルト

牛乳

おもに体をつくる

わがめ

Ｗ 曲

0リナ

ｆ＃こ‘,

おもにエネルギーの

もとになる

米

レカい､t，

油一
士 γ っ

油

おもにエネルギーの

もとになる

ご時A‘

Ｕ”v,１０６

僧L,ソミノンク
0０

－１１３－

おもに体の阿子を

整える

玉ねぎ．

しら促主
れんこん

ﾉし参
こんにｬく

おもに体の屑子を

整える

に上じん

フ叩口吻っソー

Lワスー

トゴト



３．献立を立てる時に、気をつけること

主食主菜畠'｣食執弓える

3つの7ﾂL-ﾌ゚を全部¥張る

3づのグルフ°の食品数を
同t､ぐぢし､にする

食べg鳩拒けい量にする

調壷方鋤喧なgない
ようにする

チェック

４．感想・分かつたこと

綴間篤謝繍締喜総ﾗ駕職fE置藤琶緬｛
ｉした靴思いました｡こえ帖診栄義士±んｶﾄ'､ｚくれてこ乞１
１給食ｃあ,乙菱惰勾こ匙,酬馴食べs謝しこい乙お‘州｜
『＝'一'一~'='一'一一'='一'='一'一'一'一'一一'一一'一'=一='一'='='='='=一'一'１

iﾗｗうし抑‘今泊柿も｡Ｍ１考えﾏｲＩＦ､T伽乱７１
｛いう州蝋か､た：
iｲﾎ的wI弓､ｽよく,餓鰯菟司猫(馴州､Ｎ
Ⅶ ，ｉｉｌｌ１､聯蝋.肌狩。
『'='一'一一一'='一'一'一'~'一'一'一'一'一'一‘='一一'一'１

１３フのゲⅦ-7.ヤ主食主乗副乗の事〆Ｉ

Iよくﾉ>Ｍりま版｡今度の伽の昼食,蝋１
１養に気をつけい､で古』,↓'一…－，一一一,－，－，－，－，=,=,一,-,-,-,-,-,=,－,一,－，ｉ
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足利市立第一中学校

平成20年３月３日（月）第5校時

第１学年１．２組

１．題材名しかつり食べよう朝ごはん

２．目標朝食の必要性を知らせると共に、朝食はただ食べればよいというのではなく、栄養パランスカ唾って

いることが重要だということに気づかせ､栄養バランスのとれた朝食を摂る意欲を持たせる。

３．食育の視点・心身の発育・発達や健康の保持増進のための食事の重要性

．正しい食習慣を実行するための「自己管理能力」の育成

展開

ｉｒｒｌ山

・朝食の大切さを理解し、毎朝栄養バランスの整った朝食を食べようという意欲が持てたか。

－１１５－

中学校第１学年学級活動指導案

学習活動 時間 指導・支援・評価 教材･資料

まとめ

１
ｍ
分Ｉ

朝食について分かったことや、感じたことを書いてみる。

主食･主菜･副菜がそろった組み合わせが栄養バランスがよいことを知
り、毎日の朝食で心がけられるよう励ます。

･ワークシート

｢朝食をしっかり
食べ上月Ｉ

朝食の必要性を考えてみよう。

分かったことを書いてみよう。



ジャム

ちょっぴり忙しい平日の朝だけど､ちゃんと朝ごはんを食べて学校へ行きましょう！あなたならど
んな朝食を作りますか？あなたの家の台所にこんな材料があります｡朝食の献立を考えてバラ
ンスシートに記入しましょう｡さあ､元気になれる朝ごはんにチャレンジ１１

じゃがいも
うどん
バターマーガリン
マヨネーズ

－１１６－

一一蚕～

冷蔵庫の中には・・・ 食品戸棚に'さ・・・

鶴-,こ
たまご牛乳ヨーグルトチーズ

鮭の切り身ししやもかまぼこ

食パンバターロールもち
コーンフレークスパゲティ
ココアの素

のり味のりかつおぶしツナ缶

コーン缶<だものの缶詰ふりかけ

なっとうわかめ と う ふ 油 揚 げ

p甲■■凸凸■■ｄｄ０ゆ●■aqOUp●●●●d

飲 み物 牛 乳 （ 麦 茶 ) な ど

果物かごには．．。
炊飯器には・・・

ご飯（④ノ
キャベツにんじんたまねぎねぎ
レタスきゅうりほうれんそう
ブロッコリーだいこんピーマン
ミニトマトもやししいたけ
うめぼしきゆうりのつけ物

バナナオレンジ
いちごキウイ

蝋 ⑦蝿

調味料入れには・・・

さとうみそサラダ油
(塩､しょうゆ、酒など）

鰯ごま油オレンジジュース

Ｆ

L

昨夜のあきLlの・・・肉じゃが

謁椛の家の台所塗r…

ノ

『Ｏ－ｐ－Ｇ－●－０－●~●一・一ロー凸一Dー■一口一・ー◆ー口一e一●一ロー●■■ローロー●一・一・一・一ロー写一ロー・ーローマヨ

主食は？
ご飯､パン､めん､もちなど
おにぎりもいいよれ。

主食存きめて､主食に合う主菜､副菜を決めよう。
6 ー ● - 号

画

副菜は？

サラダ､ソテー､おひたし､煮物､つけ物
くだものなど

とりの照り焼き､ぶた

主菜は？
たまごやき､ハムエッグ､焼き魚､納豆､ウインナー

莞き､ぶた肉のソテーなど

みそ汁のやスープの具(副菜)は？
わかめ､とうふ､油揚げ､じゃがいも
だいこん､ねぎ､ほうれんそうなど

、



年組名前

，朝食で食べだも②栄養バランス千エッワシート

※[あなたの家の台所]の材料を使って朝食のメニューを考えましょう。
料理を主食､主菜､副菜､飲み物に､使用した食品を赤､緑も黄色の食品に分けて､○をつけましょう。

黍喬＝１－唾ﾌ胴辱喬吻フら､しぬ､しょうゆ､ごけ､たしなどは､あか､みどり､きいろの食品の欄には丸をつけない。

ー
■■■■ーー＝
■■■■ーーー
■■■■ー＝
■■■■ーーＩ

－１１７－

自分で考えだ朝食や今日の授業の感想芯とを書ききしょう。

献立 材料
主
食

主
菜

副
菜

飲
み
物

値

赤

おもに体の組織をつくる

1群と2群

われている食

緑

おもに体の贋子を蔓える

3群と4群

ロ
叩

黄色
おもにエネルギーになる

5群と6群



３

足利市立北中学校

１題材名スポーツと食事について考えよう

目標

スポーツをする時に必要な食事の内容について理解させる。

さらに、今後の食生活を改善しようとする意欲を養う。

２

食育の視点

心身ともに成長期である生徒達が、興味を持ちやすいスポーツと食事という題材を通して、栄養

のバランスがとれた食事の大切さを理解させ、給食の時間も含めた食生活の改善ができるよう意

欲づける。

中学校第１学年家庭科学習指導案

４活動計画

５ 評価

・意欲的に話し合いに参加することができたか〔話し合い時：観察〕

・スポーツをする時の食事について大切な事が理解できたか〔振り返り時：学習シート 〕

－１１８－

区 主な学習内容と活動 指導上の留意点

導
入

･事前調査の結果を知る。 ･事前調査の結果を提示し、本時の課題の確

認をする。

展
開

．ＡとＢの一日の食事内容を見て気づくこと

を話し合う。

･班から出された意見を全体で確認する。

．なぜ、牛乳が給食についてくるのか話し合

つ。

･一日に必要なカルシウムの量を計算してみ

よう

.一日の食事のＡは男子ジュニア選手の食事

であることを知る。

･事前調査の結果と選手との違いを比べ話し

合う ｡

･スポーツをする時の食事には、どんな気配

りが大切か話し合う。′

･班で話し合いをし、多様な意見を出させる。

･栄養摂取量充足率の表を見てバランスのと

れた食事であることを確認する。

･食事の時にしっかり食べないとはらもちが

悪いのですぐおなかがへり、間食が増える事

にもふれる。

･成長期には多くのカルシウムが必要であり、

牛乳が最適な飲み物である事を確認する。

｡一日の食事が同世代の選手の食事であるこ

とを知らせる。

終
末

･スポーツをする時の食事について大切なこ

とを小椋久美子選手のお気に入りメニューに

ついての話を聞く。

･本時間を振り返り､学習シートに記入する。

・基本はバランスのとれた食事であることを

確認する。

・自分の日頃の食事を振り返り、今後の食事

について改善したいことを考えさせる。



事前調査

スポーツで強くなるために普段の生活で心がけていること、または大切だと思うことを記入しまし
ょう。（トレーニング・食事など何でもいいです）

へ
－
１
、
Ｉ
ｈ
．
、
ｂ
●
、
．
、
ｑ
ｉ
ｉ
、
ノ

ー
吟

一
一

．
一

ｒ
、
ｌ
、
‐
ｊ
‐
ｉ
、
‐
し

資料１日の食事の記録

Ａ Ｂ

朝食

ごはんどんぶり１杯強

みそ汁 １杯

納豆１パック

生卵１個

野菜の妙め物１人前

牛乳１杯

果物（オレンジ１／２個）

ごはんどんぶり１杯

わかめスープ１杯

生卵１個

ふりかけ１袋

昼食 おにぎり３個

魚の照り焼き１人前

レバーのしぐれ煮少々

ひじきの煮付け少々

野菜サラダ少々

ヨーグルト １ 個

果物（バナナ１本）
、
Ｌ
■
ｑ

おにぎり３個

スポーツドリンク５００ｍ’

～間食一'一'一'一'一'一'一'一′

トケーキ１個

チップス大１袋

炭酸飲料３５０ｍ’

L一,－，一,－，＝/－，－，－，－，一,－，一,一一,ノ

可

夕食 ごはんどんぶり１杯

み そ汁１杯

ヒレカツ３切

付け合わせの野菜１人前

ボテトサラダ１人前

冷 や 奴１人前

ほうれん草のお浸し小鉢１杯

牛乳１杯

果物（リンゴ１／２個）

ごはんどんぶり１杯

みそ汁 １杯

ヒレカツ大１枚

付け合わせ野菜少々

マカロニサラダ少々



カルシウム合計

年組（）氏名

ｍ９

１ＡとBの旧の食亭の内容を見て気づくことは何蔭ろう？できるだけだくさん書
いてみよう。

嵐
Ｚ一日に必専移カルシウムを組み合わせてみよう。

①
②

下の表をみて、食べたい食品を選んで○をつけよう。

○をつけた食品のカルシウム量を合計してみよう。（２個食べるときは２倍）

１ 日に必要なカルシウム量の目 標 男 子 １ ０ ０ ０ m ｇ 女 子 ８ ５ ０ m ｇ

〃】函

スポーツと食事について考えよう

鏑

３日頃の食亭老振Ll返&I､今後の倉摩で改善しだいごとは､とん鯵ごとで覗脚

●

廻

が
●

-120-

食品に含まれるカルシウムの量（単位ｍg）

牛乳２０ ０ ｍ ’ ２ ２ ７ 卵 ２８

スポーツドリンク８ ヨーグルト１０８

オ レ ン ジジュース１０ しらす５２

ピーナッツ ３０ ひ じき５２

豆腐１／４丁１２０ ほうれんそう４９

牛肉３ 納豆２７

あじ３３ スライスチーズ１２６



額

Ａ 望ましいメニュー Ｂ望ましくないﾒニュー
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スポーツと食事について考えようく資料＞
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諜謬→食事→休懲

図１２つの食事での栄養摂取量充足率

※望ましいメニューのビタミンAとビタミンB1は200%を超えていましたが、

ヒタミンハ錐 カルシウム ﾋ゙ｆＪミ ム

巳｡●■ー庵車③●●凸■＝凸4凸一曲･守一一一一●＝領一
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200%として表した。
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で

１．題材名“早ね早おき朝ごはん，，について考える
２．ねらい

成長期における適切な生活リズムの重要性について理解させる。
また自分の成長や運動量に応じた栄養のバランスのとれた望ましい食事をとることが
できるようにする。

３．食育の視点
心身の成長や健康の保持増進と望ましい栄養や食事の摂取との関係を理解し、健康に
関する自己管理能力を身に付ける。

第１学年学級活動指導案
足利市立毛野中学校ら_■_一全一＝一■■_一

４

５

○意欲的に話し合いに参加することができたか。〔話し合い時：観察〕
○“早ね早おき朝ごはん，，の大切さを理解し、自分の生活にとり入れようと考えることが
きたか。〔振り返り時：観察・学習シート〕

評価

※

-122-

活動計画

区 士邑ﾉよ子 首内容と活勤 旨導上の留意点

導
入
展
開
終
末

･中学生になった自分の日常生活を
振り返ってみる

･デイベカッションから“早ね早お
き朝ごはん”の価値にせまる

【予想意見】
『朝型人間』

について話し合う

早起きは良いこと
早起きは三文の得
ご飯がおいしい
一日が長く使える
学校へ早く登校できるなど

『夜型人間』
夜は楽しいおもしろい
見たいテレビをやっている
朝はゲームする気がおきない
早起きすると学校で疲れる
早寝早起きは出来ない など

･生活のリズムと食事の関係が脳の
働きにも関係していることを理解す
る

･本時を振り返り、学習シートを記
入する

『朝型人間』と『夜型人間』では
どちらが良いか。

・ 朝食は必妥

･脳のエネルギー源はブドウ糖
･食欲が出るのは起きてから２０～
３０分必要

・帰宅してからの生活について話題とす
る

・思春期になり生活が『夜型』になって
いる生徒が増加していることを知らせる

｡はじめはディベート同様に話し合う
・司会者は先生
･ディベーター２チームの選出をする

・
ど
い

バズセッシ
ちらが適切
くこともよ

ヨン的に話し合い、全体で
な生活リズムかをまとめて
い

．話し合いの終結は“早ね早おき朝ごは
ん''が大切であることを、要点を絞って
伝えていく
．必要に応じて栄養教諭に支援していた
だき、まとめていくのもよい

･記入から本時変容が見られたり、考え
が深まった生徒の声を全体に伝える



‘阜瀧'鞭|誠にうI|職摘
年組（）名前

i韓凱統帥鮒唯瀧捌遍聯う‘

Ｚ乱創胤械‘議蹴胴|錫‘
～『朝型人間』について意見をあげよう～

･｢朝型人間｣ってとん芯人

．『朝型人間』のよいところを出来るだけたくさんあげてみよう

☆話し合いをして･･･

の意見が季罫零皿だど､自分は思いましだ。

３鵠蝿

順難雌思，繊織蹴職紬う‘

．《雪

－１２３－



中学校３年技術・家庭科学習指導案
足利市立毛野中学校

平成○○年○月○日（○）第○校時

第○学年○組○名（男子○○名、女子○○名）

指導者家庭：○○○○（Ｔｌ）技術：○○○○（Ｔ２）

教室家庭科室（刺理室・○○室）

１，単元名「楽しく豊かに食べる」

２， 単元について

（１）目標

○自分の食生活に関心をもつことができる。（関心・意欲・態度）

○日常食や地域の食材を生かした調理の工夫ができる。（工夫・創造）

○会食について課題をもち、計画を立て・実践できる。

（関心・意欲・態度）（知識・理解）（技能）（工夫・創造）

○実習では調理器具を正しく安全に衛生的に取り扱うことができる。（技能）

（２）単元観

単元を通し、内容は家庭分野を用い展開していくとともに、情報の収集や

学習のまとめとして、技術分野の指導内容を活用している。

家庭分野としては、本単元はＡ（５）イを取り上げた内容であるが、既習の

Ａ（５）アを受けて地域の食材を考慮し調理の工夫をしたり、会食会を計画し

実践することなどを通して、食生活をよりよく豊かにしようとする態度を育て

ることをねらいとしたい。

会食については､中学生が主体的に献立や会場の計画を立てられるようにし、

食事の作法だけでなく、気配りなどをふくむ会食のマナーまで学習の内容に入

れ指導していきたい。

豊かな食材に恵まれつつも、食をめぐる環境や安全性に不安が高まる中で、

生徒一人ひとりが食生活に関心をもち個の課題解決のために学習できるように

指導していきたい。

また技術分野に関わることがらとしては､、キューブNextのプレゼンテーシ

ョンソフトであるキューブプレゼンを利用し、「会食」の実習レポートの作成

と発表をさせる。その過程を通して、情報の信頼性や著作権などにも触れ、生
徒の一人ひとりが生活に役立つ情報発信者となることを願い指導していきた
い。

３，生徒の実態

明るく活発なクラスである。素直に話が聞ける生徒が多い反面、思慮深い行動
に欠ける等、生活面では改善の余地もある。本単元は調理実習に関連する内容の
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ため、Ｎｏｌオリエンテーションから「会食を早くやってみたい」という感想を書

く生徒が多かった｡前日が週休日で事前準備が学校では出来ないにもかかわらず、

材料の購入や下準備を集まって行ってこようとする意欲的に計画する様子が見ら

れた。またＰＣを活用した、カラフルで動きのあるプレゼン制作に対しても、参

考作品を視聴後から「もっと良いものを作ってみたい」などの関心が高まった感

想が多く見られた。

４，指導計画と評価計画（別紙）

５， 本時の指導

（１）題目会食を楽しもう～会食を実践する～

「三年生に関係する先生方を招待し、感謝を込めて会食をする」

（２）目標

○会食の実践に意欲的に取り組み、安全と衛生に留意して実践することがで

きる。（関心・意欲・態度）

○地域の食材などを使用して調理することができる。（技能）

○食品や調理器具を正しく扱うことができる。（技能）

○食品や調理器具の安全と衛生に留意した取り扱い方がわかる。

（知識・理解）

○会食のマナーについてわかる。（知識・理解）

（３）人権教育の視点

会食をする中で“楽しく'，食事ができるように、食べ方のマナーやその場
に合った会話ができるように支援していきたい。

（４）準備

調理実習に関する道具全般

会食の会場に関するもの全般

放送機材

デジタルカメラ

（５）展開（別紙）

（６）その他
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<ねらい〉食生活の課題と鯛理の応用について、学習する。
口自分の食生活に関心をもち、日常食や地域の食材を生かした調理の工夫ができること。
口会食について課題をもち、計画を立て・実践できること。
○ Ｆ

指導計画と評価計画楽しく豊かに食べる会食を楽しもう家庭分野□と技術分野◇＝１６／３５時間１６時間扱い

】
画
②

ハｐ候寡却碩したマルチメディアの活用として‘･マルチメディアの特徴と利用法を知り、表現や発信”ができること ｅ

ＮＯ 学習内容 観点別評価規叩

関心・意欲・態度 工 夫 し 創 造 す る 技能 知 蹴 ・ 理 解

『努力を要する」状況と

判断される生徒への手だ
て

１

□◇

・オリエンテ ー シ ョ ン

・学習の進め方を知る

(会食。まとめ方ついて）

○会食やまとめ方

に、関心を持つこ

とができる

○参考作品を視聴

し、自分なりにま

とめを想像するこ

とができる ⑨

○会食の流れや、

プレゼンソフトに

ついてわかる ＠

ブレ ゼ ン 参 考 作 品 を 視 聴
させ意欲を持たせる。

２
□

・会食の流れを理解する

各料理の様式を理解する

○会食の流れや種

類に対して、関心

を持つことができ

る。

○ 様 式 別 の食器の

使用ができる ｡

○会食をするとき

の方法や、西洋・

日 本 ・ 中 国 料 理 の

基礎的なことがわ

かる。

各 作 法 な ど が 理 解 し や す

いように、食器などを用
い具体的に説明する ①

３
□

・会食の計画 を す る

・料理の‘‘棚類や献立の担当
ｳｬ

決定

○会食の献立づく

りに、意欲を持っ

て取り組むことが

できる ⑨

○会食について脱

明を聞き、学習シ

ートを用い計画を

組み立てることが

できる。

献立作成に必要な

基礎的なことがわ

力】る ●

教 科 書 Ｐ ５ ２ や 資 料 を 提

示 し 、 献 立 の 立 て 方 を 想
起させる ｡

４
口

・ 課 題 『 献立の原案』の綱べ学習

・既習事項を生かし、地域の食材の活
用をはかる

○ 日 常 食 や 地 域 の

食材を生かした咽

理 の 計 画 や 実 習 に

意欲的に取り組

み、学んだ知識と

技術を活用として

いる。

○出盛り期や地域

で生産されている

食材を想起し、活

用し た 献 立 を 想 像

することができ

る。

○献立をたてるた

め 資 料 を 活用する

ことができる ◎

給 食 を 想 起 さ せ た り 、 参

考資料を提示し考えを広
げさせる ｡

５
口

・ 課 題 『 献立の原案』の調べ学習

・班員と原案の話し合いをし、決定を
する

○献立の原案立て

に対し、意欲的に

取り組むことがで

きる ｡

○食品の選択や調

理に つ い て 、 学 ん

だ知識と技術を活

用して自分なりの

方法を考えてい

る。〔材料の扱い、

切 り 方 、 澗 理 、 も

りつけ〕

○食品を用途に応

じて遡択できる

る 〔目的、栄養、

価格、卿理の能率

環境への影 響な

ど〕

〃

６
□

・一食分の献立検討する

・学級全体で、献立の栄養バランスを

考 え る

○会食の献立をよ
りよくしようとす

る態度がみられ

る ｡

○ 献 立 の 点 検 か ら

栄養のバランスに

ついて、自分なり

に考えている。

○バランスのとれ

た献立になるよう

に、材料の変更を

することができ

る 、

○バランスのとれ

た 献 立 を 考 え る こ

とができる 、

六つの基礎食品群を教科

書Ｐ３１で確認させ、栄
養の大切さを想起させる ④



情報教育揃導員との迎撹

を図り、ＰＣ技術について

個 別 に 対 応 す る 。

・予算について検討会
・班や学級全体の材料

７
口

○予算検肘会に意：

欲的に取り組むこｉ
とができる。

:○材料の価格の問:○食品の品質の見

Ｉ題点に対して、改!分け方がわかる。
Ｉ善案出すことがで!○加工食品の表示
!きる。；の 意 味 が 分 か る 。

時前に食材の価格や販売

の様子を、商店で綱べて

くるように言葉がけをし

ておく。

費を考える

実習の叩愉ができる

実習の材料の手配や手順を確認する
担待者に対しての手配をする

８
□ ○会食の叶画を意'○会食の目的に応!○会食の計画を立Ｉ

欲的に取り組むこ：じ、計画や実践を:てて実践すること：
とができる。：工夫している。Ｉができる。

会食は楽しいという意識

を持たせ、箪側をさせた

い

●
●

９

１０

口

・会食を実践する ○会食の実践に意：

欲的に取り組み、Ｉ
安全・衛生的に実Ｉ
賎することができＩ
る･

;○地域の食材など:○会食のマナーに

:を使用して潤理が:ついてわかる。

:できる。 ！○食品や調理器具
|食品や調理器具を|の安全と衛生に留
|正しく扱うことがI意した取り扱い方
iできる。〔食品のIがわかる。
Ｉ保存．ふきん、ま：
|な板、包丁などの：
:鋤理道具の扱い、：

:調理用具熱 源〕：

会食の目的を想起させ、

意 欲 を 更 に 持 た せ る 。

マナーの大切さを、言葉

がけをし気づかせる。

１１
◇
／

．まとめ（ハイパーキュープソフトの
プロジェクタ機能で「ストーリー」と
してまとめる）

○作業に巣中して

取り組み、良い作

品にしようという

態度が見られる。

○
背
れ
い

０
０
０
０
０
０
０
０
日
０

や
処

作
の

操
像
・

の
面
る

ト
メ
き
〃

フ
カ
で

ソ
ジ
が

○
デ
理

・
０
０
０
０
０
０
０
０
６
８
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

や
さ
す
恥

蓉
稀
誌
凱

諏
“
評
峠
〃
〃
〃

麺
馳
趣
姉

０
０
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

○パソコンソフト

を用いたプレゼン

テーションのやり

方がわかる。
１２

◇
１
局
割
Ｉ

〃
〃

〃

″
画
″
』
″
国
″

１３

◇
〃

〃

１４

◇

１６

口◇

〃
〃

１５

◇ ○発表しようとす！○発表する声の大iｏパソコンソフトｉ
る態度が積極的で:きさや速さが適切iを効果的に用いて：
ある。；である。：発表ができる 。：

〃

・各班代表の発表を聞く

・会食会やマルチメディア学習につい
てのまとめをする

○代表生徒の発表:○代表生徒の発表Ｉ
を真剣に聞くことＩの良い点が見つけ｜
が で き る 。 ’ ら れ る 。 伽

:○自分の発表の改

|善点がわかる。
〃

机間指導などで声かけす

る。〃



３画像記録

:生徒の

請漂霊５

弓一三~ヲ-百~ｱー 三石~市~あ~必要性や目的を再確認
し、実習への意識付けをしたい（Ｔｌ）

○会食の実践に意欲的に取
り組み、安全で衛生的に実
践することができる
(関心・意欲・態度＝観察）

両目標を確認する１はじめに
，

４会食

理■

・食品や調理器具を正しく
扱うことができる
（技能＝観察）
・食品や調理器具の安全と
衛生的に留意した取り扱い
方がわかる
（知識・理解＝観察）

★調理へ興味のわかない生徒には、今回の
“会食の目的”を想起させ意欲をわかせたい

（Ｔ１・Ｔ２）

する２担当献立の調理

．盛りつけた料理を、デジタル
カメラを利用し画像の記録をす
る

○デジタルカメラを利用
し、画像データーをメディ
アに保存することが出来る
（技能＝観察）

○会食の実践に意欲的に取
り組み、安全で衛生的に実
践することができる
(関心・意欲・態度＝観察）

・事後のまとめに活用するため、保存に誤り
がないか十分配慮し支援していきたい(Ｔ２）

５片づけ

０
１
］
画
、

‐ｰ一一一一■■＝＝‐■一一ーーーーI■■‐＝一一一一ーー＝■■ｰーー＝■■ｰ‐ーーー.■■ーー■■
＝ーーーI■■ー‐ー＝＝■■＝一ーーl■■一一ー■■■■ー■■＝ー＝ーーーーーー

・会食の司会進行係にしたがし､、
会を進める

ーー ‐‐‐ー一一一一一一ー‐ーー一一＝

◎級友と和やかな雰囲気で会食が出来るよう
に、言葉掛けをしたい（Ｔｌ・Ｔ２）
★マナーにそぐわない行動をとっている生徒
へは、その行為がこの場にふさわしいか言葉
かけし、気付かせたい（Ｔ１・Ｔ２）

６学習の振り返り

･学習のまとめを聞く

…
・生ゴミや不燃ゴミに分け、環境を意識しな
がら片づけをさせたい
・包丁やまな板を、安全や衛生に配慮した方
法で班ごとに片づけをさせたい

・会場や調理に関.する道具や設
備の片づけをする

○会食のマナーについてわ
かる（知識・理鯉＝観察）

・本時の学習を振り返えらせ、事前の準備や
調理､感想などを記入させたい（Ｔ１）

・掲示物や資料集を用い、食事のマナーにつ
いて深めさせたい（Ｔ１）

・次時ＰＣを利用し、“まとめやプレゼンテ
ーション''をすることを確認する（Ｔ２）

．振り返りシートを記入する

デ
」

7学習のまとめ

調

８お

下準備がしてある食材を

三年生に関係する先生方
を招待し、感謝を込めて
会食左する



）

会食を楽しもう当日振り返り学習シート

〈班の献立名：〉３年組（）名前

会食での自分のマナーは？良かった．悪かった（何が

忘れ物は？ない．あった（ ）

予算は？私達の班の予算は 円で、実際 円かかった。

２０分の時間で？出来た．超過した（およそ 分超過）

味つけは？招待者が、満足できる．満足出来ない（どのように ）

いろどりは？食事としての配色が、良かった．悪かった（どんなところ ）

栄養のバランスは？良かった．悪かった（どのように

※このプリントをまとめ（ＰＣで）の打ち込み資料にしましょう。

）

招待者へのマナーは？良かった．配慮が足りなっかた

（どんなことが ）

自分の班で熱心に働いてくれた人は？（だれ

（どんなこと
１
１

この実習を通して、勉強になったことは？
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タイムスケジュールと司会の進め方5o分授業〔研究授業特別バー ジｮﾝ〕
１３:２０出席確認と諸注意一ｲ也クラニヱ【ま

う青指計一リ帯リロつ会一畳ｲ木デチ

１３:２５調理開始

１４:５０盛りつけ完了→使い捨て皿なので鍋を被服室へ持って盛りつけしましょう

１３:５５デジカメ画像取り込み完了

１４:００会食会開始→出来るだけ早めに時間を進めて下さい

研究授業5時間目は２:１０～

『笥謝諾篇蝿掘繍祁詣繍懸蓮綿Ｆ１
１ ，

，

１

iこれから､『』のため の会 食会 を始 めま す。 ｉ

ｉ『先生の名前』の先生方､今日は会食会においでいただき､ありがとうございｉ，

！

｛す｡技術･家庭科の学習で､会食会を計画することになりました。、Ｉ

iこれまでいろいろとお世話になりました｡短い時間ですが､先生方と楽しく会ｉ
，

、

! 食し て い た だ ければうれしいです。１
１

１食事はバｲｷﾝグ膨式です｡『組』は､『西･日･中?料理』がﾃーﾏです。。ｌ

i今日の献立は､主食『』･主食『』･副菜『と』ｉ
ｂ 、

、

汁物『』･デザート『』です。！
、

I招待者の先生方に､おもてなしの気持ちを大切にし､ﾏﾅーを考えて会食をしＩ
ｌｉてくださ い 。 、

！※招待の先生へ､料理の取り分けをしてあげてください｡(言葉がけ）１
１

１時間になりました席に着いてください。、０

ｉ終わりに､先生方に感想をお聞きしたいと思います｡『先生お願いします｡』ｉ，

！『ありがとうございました｡』『みなさん拍手で先生をお送り下さい｡』、
１

１退場したら､『○○先生からの連絡』。、
ｂ－クークー"－'一"－クークーグー"一"－グー"＝グー,－グー,－,一,一,一'一"－"一,一,一,一"一,一,一"一"よ

１４:３５会食会終了→片付け

１４:４７ 学習振り返りシート記入

１４:５５ 学習のまとめ

１５:００学習終了
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証
Ｃ

楽しく豊に食べる 家庭分野□と技術分野◇＝１６／３５時間

<ねらい〉食生活の課題と調理の応用について、学習する。
口自分の食生活に関心をもち、日常食や地域の食材を生かした調理の工夫ができること．
口会食について課題をもち、計画を立て・実践できること。
◇ＰＣを利用したマルチメディアの活用として‘･マルチメディアの特徴と利用法を知り、表現や発表”ができること。

く自己評価〉→毎時間のはじめに基蛎を示します。それに対してＡＢＣを自己評価しましょ
Ａ：本時の学習内容が十分良く出来たＢ：本時の学習内容がほぼ良く出来た

第３学年

改 善 点 が や や 多 い

１
０
』
“
】
１
０

② ４ = 土 間 ′ 、 々 金 劣

Ｎ０

日付

叩備

○×

学習内容 自 己 評 価

Ａ Ｂ Ｃ

授業に対して思ったこと．感じたこと

１

□◇

／

ＲＷ８Ｈ賑

ノートファイル

（）

･オリエンテーション

・学習の進め方

・会食や、まとめ方ついて
ＡＢＣ

２
□

／

柵３N賑

ノートファイル

（）

･会食の流れを理解する

各料理の様式を理解する ＡＢＣ

３
□

／

柵IＩｉＩＷ１ｉ

ノートファイル

（）

・会食の計画

・料理の．.種類や献立の担当，，決定 Ａ Ｂ Ｃ

４
□

郷&剛ｆ

ノートファイル

（）

・課題の剥く字音

『

内容 ＡＢＣ

５

□

／

剛６”H１

ノートファイル

（）

・課題の澗べ学習

『

内容

、

Ａ Ｂ Ｃ

６
□

／

洲§ｉｆ賑

ノートファイル

（）

・一食分の献立検討会

・学級全体の栄養バランスを考えられ
る

ＡＢＣ

７

□

／

綱８洲§

ノートファイル

（）

・予算について検討会

・班や学級全体の材料費を考えること
ができる

ＡＢＣ

８
口

／

ＨＷ８ｉＩ鵬

ノートファイル

（）

ﾟ突音の耶剛ができる

Ａ Ｂ Ｃ

９

１０

□

ＩｉＷ８ガＷｆ

ノートファイル

（）

、会食会

Ａ Ｂ Ｃ



Ｉ
冨
画
Ｉ

１１

◇

／

ＩｉＷ６ｉＩ賑

ノートファイル

（）

。まとめ（ハイパーキューフソフトの

プ ロジェクタ機能で「ストーリー」と

してまとめる）

ＡＢＣ

１２

◇

／

&縮Ｈ限

ノートファイル

（）

ＡＢＣ

１３

◇

／

ＲＷ６ｉＩ賑

ノートファイル

〈）

ＡＢＣ

１４

◇

／

ｌｈＷ３ｉｉ賑

ノートファイル

（）

ＡＢＣ

１５

◇

／

ＩＩ編”§

ノートファイル

（）

Ａ Ｂ Ｃ

１６

口◇

／

ｌｉＷ３洲＄

ノートフ７イル

（）

・相互評価

(班、学級全体でプレゼンテイション）

・ 会食会やマルチメディア の活用にっ
いて のま とめ をす る

Ａ Ｂ Ｃ

【学習の振り返り】

～友達の作品。まとめ方を見て～

～自分のまとめ方～

～この単元を振り返って～



楽しく豊かに食べる 会食を楽しもう 3年組番･名前

計画（調べ学習）私たち組は『料理』が課題です。
私たち『班』は、『の献立』が担当です。

献立の原案提出のために、条件にあった“料理名・材料・作り方'，を調べましょう。

【条件】

材料は“地域の食材'，や旬のもの→１学期の学習や１年生の学習を思い出そう。

２０分以内でできるもの→授業の目的は“会食"・家での下ごしらえはＯＫ・

高価な材料が不要なもの→クラスで１５００円

学校にある調理器具でできるもの→先生と時間短縮と簡便さを検討してください。

約４０人分が簡単にできるもの→とにかく工夫をしましょう。

【案１】献立名：

材料（多く使うものから書き出してください。調味料も書きましょう｡）

作り方

【案２】献立名：

材料（多く使うものから書き出してください。調味料も書きましょう｡）

作り方

－１３３－



」「

3年組（）名前

地域特有の食材や鋼理法による料理を、「※ 」といいきす。

梅木県の特に代表的移豪は、「

琴だ、佐野市（田沼・葛生）ぢとでは、「

」です。

」も有名である。

足利市の代表的鯵特産物は、野菜→「

果物では→「

● ●

」

」である。

栃木県の代表的移特産物は、おもに乾物に移る→「 」

果9mでは-う「 」

琴だ「 」も多く生産されている。

《７年生の復習》

５大議穣素→「 」「 」「

3年家庭分野復習

」「 」

群銀唾
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

基
↓
↓
↓
↓
↓
↓

の
群
群
群
群
群
群

つ
１
ｚ
３
４
５
６

６

」をとるだめの食品群

」をとる鱈肋の食品群

」をとる鱈切の食品群

」をとる鱈例の食品群

」をとるだ例の食品群

」をとるだめの食品群

生鮮食品には、１年のうちで最も多く出回る時期のことを、
「 」「 」という。

献立を立てるどきは、琴ざ「

次に「

」を決め

」「 」決める。」「

バランスに欠けだ食事を続けるど、

｣（＝生活習慣病）を引き起こす可能性が高い。『
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６ 研 究 の まとめ

（１）研究の成果

・食育指導について､本市の児童生徒にあった具体的な資料を作成することができ、

各学校における指導の在り方について提案することができた。

・教職員研修において、実践発表を行うことを通して、本研究の重要性について、

各学校の先生方の意識を向上させることができた。

（２）今後の課題

・本研究の成果を、教職員研修会や現職教育を通して周知する機会を設ける。
・本研究を日常の指導に役立てる。

●ー●ー‐■■■■ー‐■■■｡－｡ー一一■ー■一｡ー｡ーロー■ー‐一・ー画一＝ー■ー■一口ーローローーーＣ－Ｃ－｡－画一■■■■－－●一口■■■■－■■■■二一｡ー●■■■－■■■ロー■一年＝｡－画－■■

平成１９年度研究員

川島和代（毛野小学校）

小堀昭子（毛野南小学校）

大津裕子（山辺小学校）

永田典子（葉鹿小学校）

大竹玲子（東部学校給食共同調理場）

小倉八千代（南部第三学校給食共同調理場）
江田充恵（毛野中学校）

根岸克子（北中学校）

主担当指導主事

石井寓課夫（現郷小学校教頭）鈴木一弘

平成２０年度研究員

川島和代（毛野小学校）

高畑真利子（毛野南小学校）

田辺紀子（山辺小学校）

永田典子（葉鹿小学校）

大竹玲子（東部学校給食共同調理場）

小倉八千代（南部第三学校給食共同調理場）
中村保子（毛野中学校）

根岸克子（北中学校）

主担当指導主事

長竹岳志
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